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Ｂ 尿中排泄（腎排泄）（P. 62） 
 薬物の尿中への排泄は腎臓において行われる（図 2-91a）。腎小体の糸球体は小孔のあいた毛細血管の
かたまりであり、糸球体では血液から水や電解質などが濾過される。濾過されて生成した原尿はボウマン嚢から尿
細管へと移行する。このとき分子量の小さい薬物も同じように糸球体濾過される。一方、アルブミンなどの高分子
は糸球体の小孔を通ることができないため、タンパク結合率が高い薬物は糸球体濾過を受けにくい（「疾病と治
療−基礎」第 7章-2参照）。 
 

 
図 2-91 腎臓における薬物の尿中排泄の模式図（P. 63） 
 
 原尿が流れ込む尿細管はその周りを毛細血管が取り巻いている。一部の薬物はここでも血液から尿細管の管
腔側へと分泌される（尿細管分泌）。 
 尿の生成速度は糸球体濾過速度よりも圧倒的に小さい。これはいったん糸球体濾過により尿細管に移行した
水分のほとんどが再度尿細管から血液へと再吸収されるためである。この再吸収過程では水分だけでなく電解質
や糖、アミノ酸などといった生体に必要なものも再吸収される。そして、一部の薬物もここで再吸収される（尿細
管再吸収）。まとめると、糸球体濾過または尿細管分泌により尿細管管腔側に移行し、尿細管再吸収を免れ
た薬物が尿中に排泄されることとなる。 
 このうち糸球体濾過は物理的な濾過であるのに対して、尿細管分泌には担体介在性輸送系が大きく寄与し
ている。例えば、尿細管分泌を受けるためには薬物は尿細管上皮細胞を横切らなくてはならない。そこには血管
側と尿細管管腔側の 2 つの細胞膜があり、さまざまなトランスポーターが働いている。血管側においては有機アニ
オントランスポーター（OATs＜organic anion transporters＞）や有機カチオントランスポーター（OCTs＜
organic cation transporters＞）が、尿細管管腔側には P−糖タンパク質、多剤耐性関連タンパク質 
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